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議 事 録 

１．会議の名称 池田市文化財保護審議会 歴史文化基本構想専門部会 

２．開 催 日 時 
平成２９年１月２３日（月） 

午前１０時００分～午後１２時００分 

３．開 催 場 所 池田市役所 6階第 4会議室 

４．出 席 者 

〈委員〉 

室田卓雄委員 

印藤和寛委員 

仙海義之委員 

吉原忠雄委員 

〈専門委員〉 

藤田祥子委員（池田市環境審議会会長） 

岡本尚子委員（不死王閣女将） 

津田信幸委員（八坂神社宮司） 

髙木市民生活部次長兼空港・観光課課長  

北脇環境政策課課長 

中川まちづくり・交通課副主幹 

田中歴史民俗資料館館長 

 

〈事務局職員〉 

田渕教育長 

齋藤教育部部長 

田上教育部次長兼生涯学習推進課課長 

中西生涯学習推進課主幹 

細谷生涯学習推進課主幹 

岩上生涯学習推進課主事 

〈オブザーバー〉 

宮前洋一氏（(株)スペースビジョン研究

所代表） 

宮前保子氏（(株)スペースビジョン研究

所取締役所長） 

５．欠 席 者 清基英昭委員  橘高和明委員  吉田高子委員 

６．議 題 池田市歴史文化基本構想について ほか 

７．議 事 経 過 別紙のとおり 

８．公開・非公開の別 

※非公開の理由 
公開 

９．傍 聴 者 数 0名 
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開 会 

・田渕教育長挨拶 

 

案件１ 池田市歴史文化基本構想について 

事務局 昨年の 12月 28日から今年の 1月 18日まで行ったパブリックコメントで 1件の意

見提出があった。内容としては、伊居太神社蔵の『穴織宮拾要記』のさらなる活用を望む

ものである。 

 

委員 前回に比べ内容が充実した箇所も含め、わかりやすくコンパクトにまとまっている。

ストーリーについては、現状テーマごとに分けているが、池田は様々な要因が繋がって教

育文化都市として発展してきた背景があるので、もう少し横断的に記述しても良いのでは

ないか。 

 

オブザーバー 「歴史文化保存活用区域」と「保存活用計画」を本構想策定後に設定する。

それらも含めて、今後ストーリー横断的に記述するのか、さらに焦点を絞ってより縦断的

に記述するのか、市民などの意見も踏まえつつ行っていきたい。 

 

会長 パブリックコメントが 1 件というのは少し寂しいので、事務局にはより広報を行っ

てもらい、市民の意見がよく集まるようにしてもらいたい。 

 

副会長 池田のイメージとしてある「中世来のまち」「植木」などの歴史文化のポイントを、

本構想やまちづくりにさらにわかりやすく反映してもらいたい、パブリックコメントに出

た伊居太神社蔵「穴織宮拾要記」について文化財指定の状況などはどうなっているのか。 

 

事務局 「穴織宮拾要記」の調査は完了しているが、文化財指定には至っていない。伊居

太神社には他にも多数の史料があり、どれを優先していくかなどを検討していく必要があ

る。 

 

委員 この構想はコンパクトにまとめられていて、読めば池田のことがよくわかるので、

冊子やネット公開により広く市民にも読んでもらった方が良い。また、本構想中に「お土

産」を盛り込むことで、ストーリーの魅力や集客の向上に有効ではないだろうか。 

 

委員 最近は健康志向なので、構想中のストーリーと関連して、ウォーキングコースをつ

くればどうだろうか。 

 

委員 冊子にしても、文章はなかなか読まれにくいので、ストーリーごとに PRビデオを作
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成できれば市民にも広く理解されるのではないか。 

 

事務局 まさにそのような取り組みを保存活用計画で検討していきたい。本部会について、

来年度は可能な限り多く開催して、内容を充実させたく考えている。その他にもアンケー

トなどにより市民の意見を反映させつつ本構想をより良いものにしていきたい。 

 

会長 今回の審議会でも非常に多くの意見が出たので、事務局では本構想を適宜修正して

もらって、教育委員会に上程していただきたい。 

  

 

閉 会 


